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2D04 バイオ・テクノロジ 一の事業 ィヒ を担うアントレプレナ 一の育成 

0 尾崎 弘 Z  ( 東工大 ) 

' 。 """"" 

1.1 研究の内容と 目的 
昨今、 バイオ・ベンチヤ 一の成長戦略を 構築する上での 方法論が議論の 対象となっている。 創薬バイオ・ 

ベンチヤ一の 事業目的は新薬の 研究開発であ り、 イノベーションを 実現する上で、 アントレプレナー とし 

ての能力と経験を 備えた人材の 育成・活用が 重要視されると 思われる。 

本研究の目的は、 日本のバイオ・ベンチャーが 経営的な成功を 実現するためのチェック 項目を、 アント 

レ プレナーとなる 人材の育成・ 活用に 佳 点を絞って抽出することであ る。 また、 本研究における「 経 

営 的な成功」は、 バイオベンチヤ 一 が起業後、 あ るべき成長プロセスを 段階的に登っていくことと 定義 

する。 

1.2 研究の対象 

本研究は医薬品の 研究開発をビジネス・ドメインとする 創薬バイオ・ベンチャーを 対象とする。 本研究 

0 対象であ る創薬バイオ ・ベンチヤ一の 事業内容は、 医薬品の研究・ 開発のバリュー・チェーン 上で医薬 

品の候補物質を 探索して、 関連する知的財産を 保有し、 候補物質を新薬として 自社で開発、 或いは、 製薬 

企業と共同開発を 行って、 マイルスト一 ン ・フィー及びロイヤリティー 収入を得ることであ る。 

'.3 % 。 " 雄 
新製品の研究開発の 進展の段階的な 分析 何 として、 C ㏄ pe Ⅱ 2 ㏄ 1) の "S ぬ ㏄ Ga ね M ㏄ el" が挙げられる。 

S ぬ ㏄ Ga ね M 田 eI を大枠とし、 これに、 世界で最高収益のバイオ 企業であ る米国のアムジェンの 歴史的な 

成長のプロセスをあ てはめ、 バイオ・ベンチャ 一にとっての 成長のプロトタイプを 作成する。 さらに、 現 

在の日本のバイオ 市場のビジネス 環境を勘案し、 日本型の創薬バイオ・ベンチャ 一の成長のプロトタイプ 

を 定義する。 

このプロトタイプ 上で、 現状よりも進化したステージに 到達することが 成功と定義されるわけだが、 そ 

のために必要と 指摘されている 項目を文献調査で 抽出してアンケート 用紙を作成し、 創薬ベンチャ 一企業 

137 社の経営者を 対象に、 経営上重要視されている 項目の調査を 行った。 最後に、 調査結果のうち、 人材の 

育成・活用に 関連した項目の 位置づけを考察する。 

2 創薬バイオ・ベンチャ 一の成長プロトタイプ 

2.1s ぬ節 G 疵 MOdel 
C ㏄ per は、 基礎研究から 製品を市場に 出す過程を極めて 精密に研究している。 図表 1 が示すよ う に 、 単 

なる技術のアイディアから 製品が市場に 供給される迄に 合計 5 段階のステージがあ り、 各ステージからひ 

とっ上のステージに 移行するために 5 段階の障壁 (Ga ね ) を通過するというモデルを 構築している。 
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C ㏄ @per は、 成功する新商品の 特徴は、 市場から高く 言 叫 面され、 洗練された技術を 基にしており、 ビジネ、 

スと 技術のシナジーが 現出し、 競合に対する 優位性を有していることだと 述べている。 

図表 1S ぬ geGa ぬ Mc)del 
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2.2 アムジェンの 成長を墓にしたプロトタイプ 

本研究では、 S ぬ詐 Ga ぬ Mdel にアムジェンの 成長の歴史を 当てはめ、 創薬ベンチヤ 一の成長プロトタ 

イ ブ を作成する。 これにより、 バイオ・ベンチャ 一の成長のプロセスが 明らかになり、 今後新薬の研究開 

発を目指すバイオ・ベンチャーがどのようなステップを 踏んでいくべきかの 指標を提示できる。 

松田・白倉 (1995) 及び Harv 打 dBus 血 essSch ㏄ 血 992) は、 同社の創業からⅠ㏄ 2 年までの成長の 曳 旭が 

な 、 全部で 4 つのステージに 分類した。 これに、 1993 年以降のアムジェンが M ぬ A により事業ラインを 拡 
太させた時期を 加えた、 合計 5 ステージから 成長プロトタイプは 構成される。 

2.3 日本の創薬ベンチャ 一の成長プロトタイプ 

アムジェンの 創業時と今の 日本のバイオ 業界は環境が 違うので、 本研究の対象であ る日本のバイオ・ベ 

ンチャーを、 そのままアムジェンの 成長プロセスに 適用することは 適切でないと   思われる。 

2005 年 4 月現在、 日本で IPO を達成している 創薬バイオ・ベンチャー 5 社を、 5 段階の各成長ステージ 

に 当てはめると、 その総てが第 3 ステージ ( 臨床部門充実・ 販売準備期 ) 以前に位置していることがわか 

る。 上場・非上場企業を 通じて第 4 ステージ ( 新薬の承認取得済み ) 以降に進んでいるバイオ・ベンチャ 

一は 日本には存在せず、 大部分は第 1 か 第 2 ステージに位置する。 これらの状況を 勘案して、 図表 2 の 3 

段階から成る 日本のバイオ・ベンチャ 一の当面の成長プロトタイプを 構築しね 
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図表 2 日本の創薬ベンチャ 一の成長プロトタイブ 

3 調査の概要 

3.1 文献調査の概要 

上記で作成したプロトタイプにおいて、 現状よりひとつ 進化したステージへの 移行には二通りあ る。 即 

ち、 第 1 ステージ㏄Ⅱ 業 ・基礎技術確立・ 外部インフラ 活用期 ) から第 2 ステージ ( 研究部門充実・ 各種 

アライアンス 模索・ I PO 準備期 ) への移行と、 第 2 ステージから 第 3 ステージ ( 臨床開発部門充実・ 海 

外事業展開・ I P0 準備期 ) への移行の二通りであ る。 本研究では、 前者を第 1 ゲート、 後者を第 2 ゲ一 

トと 称することとする。 各ゲートを通過する 際のチェック 項目で重要視されているものを 以下の文献調査 

で 洗い出す。 

チェック・リストの 構成項目は、 国内外の経営学の 文献を検索し 、 " ね。 比 1010 が ，，セ Chn 田 。 穿廿 Ⅲ 1S 尭ド， 
。 b № 地 hn 而が ， 。 肘曲 ・ ぬ chven 面 托ず，わ ch, 、 山部 v ㎝ ture ず，セ ch, 、 0loW  mama 穿 me Ⅱげ な キーワードに、 
バイオ・ベンチャーを 含む技術ベンチで 一の経営をテーマとしている 論文を収集した。 そして、 各々の論 

丈 において、 技術ベンチャ 一の経営の成功に 資すると指摘されている 項目を拾い出し、 複数の研究におい 

て指摘されている 項目と指摘の 頻度を調査した。 

結果、 国内外の 15 文献を選択し、 技術ベンチヤ 一 が戦略を構築する 上でのチェック 項目として指摘され 

ている 50 項目を抽出した。 これらを被験者の 理解を助けるために 50 項目を 10 分野に分類し 広 K0 分野 

とは、 ①基盤となるテクノロジⅠ②研究チームの 能力、 ③基幹となる 特許、 ④マーケットの 状況、 ⑤ 商 

品 開発、 ⑥マネジメント、 ⑦人材活用、 ⑧資金調達、 ⑨外部機関とのアライアンス、 ⑩外因的なリスクで 

あ る。 これらに「海覚での 事業展開」を 加えて、 図表 3 に示されている 全 11 分野 54 個の チエノク 項目を 

洗い出し プニ 

これらの 内、 ②研究チームの 能力、 ⑥マネジメント、 の人材活用の 三分野が人材の 育成・活用に 関連す 

る 分野であ る。 

3.2 創薬ベンチャーへのアンケート 調査 

アンケート送付企業の 選定は財団法人バイオインダストリー 協会 ( 以下 JBA と称する ) と共同で行った。 

JHA が継続的に実施している「バイオ・ベンチャーおよびバイオ 中小企業統計報告書」のデータベース 中 

で、 「カテゴリー A 」、 「事業分野大分類 : 医療・健康」、 「事業分野小分類 : 医薬品、 診断 薬 開発 ( 医療・健 

康 ) 」の 3 条件を満たしている 127 社にデイ ナ ベックとトランスジェニックの 2 社を加えた、 合計 129 社 

・に質問用紙を 送付し、 上記の各構成項目の 重要性評価を 依頼した。 
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4. アンケート調査の 結果 

アンケート調査に 対する回答は 35 社から得た。 調査結果から 人材の育成・ 活用に関連するポイントを 以 

下に纏める。 

①研究チームの 能力 :  「研究チームの 能力と自社事業に 必要な技術の 適合性」、 [ 研究者が事業化のシ 

ナリオを理解するべき ] 、 「発明者の学術的評価が 高いこと」の 3 項目が全企業から 重要性を高く B@f 面され 

ているが、 発明者自身の 業績を積極的にアピールしている 企業では重要性をより 高く認 : 載 する傾向があ る。 

全般的に、 技術顧問よりも 発明者の方が 重要と考えられている。 「研究開発費の 売上高に占める 比率の高さ」 

は 、 上場企業により 重視されているが、 末公開の企業からは 重視されていない。 

②マネジメント :  「 CEO の研究業務経験」を 除く、 マネジメントに 関する 5 項目が 、 全ステージの 企 

業から重要と 言 引 面された。 ただ、 発明者の存在感や 知名度が大きい 企業はこの項目を 然程重要視せず、 逆 

に 、 複数の学問を 融合させた学際分野を 事業対象としている 企業は、 重要視しているという 違いが見られ 

た   

③人材活用 :  「アイディアを 持った人材の 育成」は全ステージで 重要性が高く 言 引 面され、 「起業家精神 

の 醸成の継続」は 第 1 、 2 ステージの企業によって 重視され、 「市場から人材を 獲得できること」は、 第 3 

ステージの企業によって 重視されている。 「起業家精神の 醸成の，継続」については、 設立から間がなく、 IPO 

を目指す企業は 困難を感じていないが、 公開企業はこの 課題に腐心していることがわかる。 

5. まとめ 

文献調査で抽出した 経営チェック 項目、 全 10 分野のうち 3 分野が人材の 育成・活用に 関連している。 ま 

た 、 アンケート調査でも、 これらの分野が 重要視されているという 結果が得られた。 アントレプレナーシ 

ップの醸成のためのリーダーシップ 論やコーチング 理論の枠組みを 活用しながら、 バイオ・ベンチャ 一の 

ための人材育成・ 活用のモデルを 考察することが 今後の課題であ る。 
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